
Amazon EKS を活用したマイクロサービス化で
チームビルディングによる開発を高速化
九州からグローバルに羽ばたくコラボレーションツールへ

株式会社ヌーラボ

サービスの成長に合わせて
スケールが可能な AWS を採用

「チームで働くすべての人に」をコンセプト
に、コラボレーションを軸としたサービス
を提供するヌーラボ。2006 年リリースの
プロジェクト管理ツール『Backlog』は、多
くの企業が採用するデファクトスタンダー
ドに成長し、2020 年時点で 170 万ユー
ザー、10,000 契約を突破しています。
2010 年にリリースした作図共有ツール
『Cacoo』は、海外を中心に世界で 300 万
ユーザーが利用するサービスに成長。その
後もビジネスチャットツール『Typetalk』、
セキュリティツール『Nulab Pass』を開発し
てきました。「仕事で使うツールだからこ
そ、楽しくコミュニケーションを取りなが
ら効率良く働けるよう、明るくポップなデ
ザインにこだわって開発・提供しています」
と語るのは、代表取締役の橋本正徳氏です。
開発拠点は本社を置く福岡のほか、東京、京
都、ニューヨーク、アムステルダム、シンガ
ポールにあり、グローバルに事業を展開し
ています。
Backlog と Cacoo のプラットフォームは
当初、自社管理の物理サーバーやホスティ
ングサービスを利用してきましたが、想定
を超えるユーザーの増加を受けて 2010 
年に AWS に移行しました。「サービスの急
成長に、スケーラブルな AWS がマッチし
たのが一番の採用理由です。2010 年は日
本における  AWS の黎明期で、スタート
アップ界隈の AWS コミュニティに活気が
あったことと、ヌーラボと AWS のビジネ
スが足並みを揃えて成長していけることに
親近感を抱きました」（橋本氏）
以降、順調にサービスを拡大してきた同社
ですが、Amazon EC2 をベースとしたモノ

リシックなアーキテクチャを採用してきた
ためにアプリが巨大化してきたことから、
開発・運用効率の向上を目指してマイクロ
サービス化に舵を切ることにしました。

モノリシックなアーキテクチャから
コンテナによるマイクロサービス化へ

最初にマイクロサービス化に着手したサー
ビスは Cacoo でした。開発拠点が福岡、
ニューヨーク、アムステルダムに分散して
いるため、時差のタイムラグが発生しコ
ミュニケーションの障壁が高くなっていた
からです。そこで開発チーム間の依存度低
減に向けてマイクロサービス化に踏み切
り、コンテナ管理に Kubernetes を導入し
ました。最初に既存アプリから個々の機能
を切り出し、コンテナ化して Amazon ECS 
に移行。新サービスは Kubernetes 上で開
発しながら、Amazon ECS 上の既存サービ
スを 2 年かけて Kubernetes に移行してい
ます。SRE 課 Site Reliability Engineer の二
橋宣友氏は次のように語ります。
「マイクロサービス化によりチーム間の依
存関係が弱くなり、時差の問題も解消され
て開発のオーナーシップと責任が明確化さ
れました。アプリの部分的な変更もしやす
くなり、ビルドとデプロイの高速化が実現
した結果、AWS 構成図の自動生成機能を追
加した際には 1.5 カ月でリリースすること
ができました」 
同社が次に取り組んだのが Backlog のマ
イクロサービス化です。リリースから 10 
数年が経つ Backlog は、複数のリージョン
で 200 台以上の Amazon EC2 上で稼働し
ています。Infrastructure as Code によって
デプロイの自動化は実現していたものの、
仮想マシンのメンテナンスは作業コストが

かかり、リリース期間の長期化を招いてい
ました。開発面でも巨大なコードベースゆ
えに不具合が発生しやすく、新たなチャレ
ンジの阻害要因となっていました。
そこで Cacoo で実績のあった Kubernetes 
ベースのコンテナ化を検討し、Amazon 
EKS の導入を決定しました。SRE 課課長の
松浦祐亮氏は「当初は Amazon EC2 上に自
前で Kubernetes 環境を構築することを検
討しましたが、バージョンアップやセキュ
リティパッチの適用などの管理負荷が見え
ていたこともあり、東京リージョンで利用
可能になったタイミングで Kubernetes の
マネージドサービスである Amazon EKS 
を採用しました」と語ります。現在、Back-
log の新規機能は Amazon EKS 上で分割
を意識しながら開発しています。モノシ
リックな既存アプリも機能を切り出して 
Amazon EKS 上に移行する方針のもと、順
次疎結合化を進めています。
「マイクロサービス化でリリース期間の短
縮が実現し、Amazon EKS 上のデプロイは 
10 秒から 1 分で終了するようになりまし
た。Kubernetes の運用からも解放され、開
発チームはアプリに集中することが可能に
なっています」（松浦氏）

アーキテクチャの改善により
コストを抑制しながらビジネスを拡大

Cacoo、Backlog に続きその他のサービス
もすべて AWS を採用し、一部のサービス
やコンポーネントはコンテナベースで開発
を継続中です。同社が長年にわたり AWS 
を使い続ける理由は、開発の楽しさとコス
トメリットにあるといいます。
「AWS はサービスのアップデートが早く、
コミュニティも充実しているため楽しく開
発ができ、エンジニアの採用にも有効です。
また、ユーザー数が増えているにもかかわ
らず、継続的な値下げやアーキテクチャの
改善による運用負荷の軽減などで、コスト
を抑制しながらビジネスの拡大を続けるこ
とができています」（橋本氏）
従業員数が 100 人規模に達したヌーラボ
では、全員がデータを活用してさまざまな
意思決定を行うための意識改革にも取り組

んでおり、データ分析でも AWS を活用中
です。インハウスシステム課課長の鶴田克
英氏は次のように説明します。
「各サービスの DB から AWS Glue 経由で
データを Amazon S3 に蓄積し、Amazon 
Athena でクエリーを実行して Amazon 
QuickSight で可視化し、分析しています。
会社の売上や契約数など、顧客情報をふく
まない集計・分析結果は、社員なら誰でも必
要に応じて自由に閲覧することができ、経
営目線でサービス戦略を考えることが可能
になりました。フルマネージドサービスを
使うことで運用負荷はかからず、私たちは
データマネジメントや権限管理などに集中
することができます」

AWS とのパートナーシップ強化で
よりよいサービスをより早く提供へ

ヌーラボでは今後もサービスをより使いや
すく、そして素早く価値を提供するため、
Amazon EKS による実行基盤のマイクロ
サービス化と、AWS のサービスを活用した
クラウドネイティブ化を進めていく方針で
す。加えて自社サービス間のクラウド連携や
他社 SaaS との連携を強化しながら新たな
価値提供を目指すとしています。そのため
に AWS とのパートナーシップの強化を進
めており、2020 年 6 月には APN のテクノ
ロジーパートナーの認定を取得しました。
「AWS の TAM による技術支援や定期的な
相談時間（オフィスアワー）は、技術課題の
効率的な解決やエンジニアの技術力向上に
役立っています。今後も密に連携しながら、
よりよいサービスをより早く提供していき
ます」（二橋氏）
グローバル事業の成長拡大に向けて、AWS 
の運用体制も強化していく方針で、SRE 
チームのグローバル化に向けた新たなアク
ションを構想しています。
「世界中の人の働き方を楽しくするコラボ
レーションツールを目指し、海外拠点でも 
AWS エンジニアを育成しながらビジネス
を拡大していきます。AWS には技術面だけ
でなく人材ネットワークも含めて、世界に
羽ばたくヌーラボへの支援を期待していま
す」（橋本氏）

国内最大級のプロジェクト管理ツール『Backlog』を筆頭に、さまざまなコラボレー
ションツールを SaaS として提供する株式会社ヌーラボ。2010 年にオンプレミスから
アマゾン ウェブ サービス（AWS）に移行しましたが、変化するユーザーのニーズにい
ち早く対応するため、コンテナや Kubernetes を活用したマイクロサービス化を進め
ています。その効果は絶大で、機能ごとにサービスを分離することで機動性が高まり、
複数チームでの効率的な開発が可能になりました。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon EKS ●  Amazon EC2
●  Amazon S3 ●  Amazon Athena
●  Amazon QuickSight
●  Amazon RDS
●  Amazon CloudFront
●  AWS Fargate ●  Amazon ECS
●  AWS CodeDeploy
●  AWS Glue
●  Amazon Elasticsearch Service

ビジネスの課題
● サービスの急成長に追随するインフラ
の整備

● 世界に分散する開発拠点のタイムラグ
の解消

● モノリシックなアーキテクチャのマイク
ロサービス化

AWS を選択した理由
● 充実したマネージドサービス
● サービスのアップデートスピード
● スタートアップコミュニティへのサポー
ト体制

● 継続的な値下げによるコストメリット

AWS 導入後の効果と今後の展開
● サービスの成長に合わせたインフラの
スケールの実現

● グローバルでのサービス展開が加速
● マイクロサービス化によるチーム間の
依存関係の解消

● チームの独立によるアプリオーナーの
責任の明確化

● アプリの依存関係の解消による開発ス
ピードの高速化

● コストを抑制しながらビジネスの拡大
が可能

● データドリブン経営への移行
● AWS とのパートナーシップ強化による
クラウドネイティブ化を推進

● グローバルビジネスの拡大に向けた 

SRE チームのグローバル化を検討

SaaS on AWS 事例：情報・通信・サービス
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● 代表取締役：橋本 正徳
● 設立年月日：2004 年 3 月 29 日
● 事業内容：プロジェクト管理ツール
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